09年度　感染症・免疫系Ⅰ　本試験
１/13枚　廣畑先生
客観式

【１】

①次の中で誤っているものを選べ

a.ウェストナイル脳炎は再興感染症である。
b.マラリアは再興感染症である。

c.髄膜炎菌髄膜炎は再興感染症である。

d.デング熱は再興感染症である。
e.コレラ？
②次の中で誤っているものを選べ
a.わが国においてはＢＣＧ予防接種の普及により、結核の発生率は欧米に比べ低い。
b.中国とフィリピンでは狂犬病の発生報告が多い。
c.わが国においては１５歳以上の百日咳の発生報告が多く、問題となっている。

d.鳥インフルンザは東南アジアで多く発生している。
e.？？？？
③次の中で誤っているものを選べ

a.結核の予防にはサージカルマスクが有効である。

b.風疹患者は陰圧個室への隔離が有効である。

c.MRSAは接触により感染しうる。

d.手洗いは院内感染防御の基本である。

e.肝炎とHIVは針刺しによって感染しうる。
④院内感染について誤っているものを選べ。

a.厚生労働省による義務付けにより、すべての病院は院内感染対策を行わなければならない
b.院内感染が発生した場合、病院側の経済的負担は大きい。
c.？？？？
d.？？？？
e.最近は院内感染対策の徹底により、院内感染の報道は減っている。
⑤食中毒について誤っているものを選べ。

a.夏には細菌感染症が多く、冬はウィルス感染症が多い。
b.食中毒は細菌ではカンピロバクターが多く、ウィルス感染症はノロウィルスが多い。
c.？？？？？
d.？？？？？
e.ロタウィルスでは血便が出る。

⑥食中毒について正しい組み合わせを選べ。
a手洗いは食中毒の予防になる。.

b.まな板や包丁からも食中毒は発生する。
c.冷蔵庫に保存をしていれば食中毒は起こらない。
d.鶏肉はカンピロバクターに汚染されており、鶏卵はサルモネラに汚染されていることが多い。
e.下痢を診断したら医師は保健所に届出をしなければならない。

A(a.b) B(a.b.c) C(a.b.d) D(a.b.c) E(a.b.d.e)
2/13　廣畑先生
⑦SIRSの基準について誤っているものを２つ選べ。

a.３８℃以上の発熱
b.２０回/分以上の呼吸あるいはＰCo2の低下
c.白血球の増加(＞12000/μl)は基準となるが、減少(＜4000/μl)は基準とならない。
d.頻脈(>120回/分)
e.？？？？？
⑧稽留熱を起こすのはどれか。

a.マラリア
b.腸チフス
c.亜急性心内膜症
d.？？？？？
e.？？？？？
⑨咽頭炎の記述ついての誤っているものを選べ

a.原因でもっとも多いのは細菌である。
b.細菌でもっとも多いのはA群レンサ球菌である。
c.通常自然寛解する。
d.膿にはウィルス性と細菌性のものがある。
e.治療にはペニシリンを用いる。
⑩、⑪真菌についての問題。過去問(久米の過去問)同様。
3/13　金子先生
【1】 HLA抗原-クラス1について

【2】 分子構造、ドメイン、可変部位について説明せよ。

【3】 臓器移植についてのドナー適合者として可能性のある者を探す問題（例年と同様）

４/13  赤星先生
Ⅰ型アレルギーについての問題
【１】関与している細胞を２つ書け。→Th2、肥満細胞など
　　　関与しているグロブリンを１つ書け。→IgE

　　　関与しているオータコイドを書け。→ヒスタミン、ロイコトリエンなど
【4】 アレルギーの発生機序を説明せよ

5/13 　笹原先生
【１】病原体の侵入を防ぐ表面バリヤー（皮膚、腸管、気道、鼻腔）の要素を書け。
※笹原の非特異的感染防御（補体、食細胞とその機能）のプリントに、同じ図「自然免疫のしくみと発現の経過」がありました。

【２】細胞寄生性細菌における、下記のそれぞれの侵入様式について説明せよ。（例年と同様）
　　　○食細胞に対する侵入様式
　　　○上皮細胞に対する侵入様式
6/13 　岡本先生
【1】 耐性菌の耐性機構３つとそれぞれの具体例を説明せよ。
【2】 静菌、殺菌作用を示すグラフを描かせる問題と、殺菌薬と静菌薬の作用機序

による分類と具体例を書かせる問題。
７/13   松下先生
【１】肺炎球菌についての文章を穴埋め。（夾膜、双球菌、膿の分類アルファベット表記でP、膿性、好中球、グラム陽性球菌など）
8/13   玉内先生
【１】微生物の授業中に配ったプリントの、ビブリオの領域そのまんま（怒）

　　　同じ穴埋め問題が感染免疫でもでた。
9/13   久保田先生
【1】 インターフェロンについて知るところを述べよ。
【2】 特異的IgM抗体検査の意義を述べよ。
10/13  　諸星先生
【１】モニタリングの選択基準について述べよ。
11/13    柳澤先生
【１】プリオン病について知るところを書け。
12/13   原先生
【1】 急性と慢性炎症について知るところを書け。
13/13   廣畑先生
【1】 細胞内寄生菌に対する細胞性免疫について箇条書きで述べよ。
【2】 ウイルス排除のための主要な機構を箇条書きで述べよ。
